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理想的な経営を実現するために、経営者にはCSR＊の推進、コンプライアンスの徹底、コーポレートガバナンス

の確立など、明確なビジョンの策定が求められています。そのビジョン実現に向けて、人材・物資・コスト・情報・

時間という「ビジネス資源」の的確なコントロールに加え、ビジネス現場を取り巻く多様な課題をクリアする必

要があります。「ナレッジマネジメント」、「ドキュメントマネジメント」、「TCO削減」、「セキュリティ」、「ネットワー

キング」、「運用管理」、「適正配置」、「ユーザビリティ」などの課題に対し、複合的なアプローチから解決策を

提供できるソリューションが必要と、キヤノンは考えます。　 ＊Corporate Social  Responsibi l i ty：企業の社会的責任 

多様化する経営課題に、複合的なアプローチで解決策を提供する。 
それが、キヤノンの提唱する『OiS』です。 

経営ビジョンを実現する価値の連鎖を起こします。 

情報の「入力」「出力」「管理」「保管」「生成」「配信」という6つの機能を一台に集約･統合したimageRUNNER。 

その先進の高性能･高機能がビジネスの現場のさまざまなニーズに応え、 

課題を解決するための“センターマシン”として、お客様のビジネスをバックアップします。 

Knowledge Management 
ナレッジマネジメント 

情報を利便性や汎用性、検索性に優れたデータフォーマットに 

変換し蓄積。ナレッジをパートナーと共有･活用する環境を提供し

ます。組織、企業間の枠を超えた共通のナレッジに基づくコミュニ

ケーションを可能にし、新たな価値の創造と競争力向上をサポート

します。 

Document Management 
ドキュメントマネジメント 

紙文書のスキャン時に文字情報を抽出し、文書の検索性や

管理効率を高めるとともに、ソフトウェアやWebサービスなど

の文書管理システムと柔軟に連携。紙文書と電子ドキュメント

のシームレスな活用の推進で効率化を図り、業務フローの改善

を実現します。 

Total Cost of Ownership 
TCO削減 

作業効率の向上やアクセス管理はもちろん、情報機器の統合を

可能にし、新たなワークスペースの創出やデバイス管理の一元化･

ワークフローを簡略化。ビジネスの効率化を実現するとともに、 

多角的視点から効果的にTCO削減を支援します。 

Networking 
ネットワーキング 

ネットワークとの連携により、部門間･企業間のコミュニケーション

を実現し、シームレスな関係構築を支援。異なるインフラ間でも 

速やかな共通の情報基盤を提供します。社内のさまざまな情報

の把握･コントロールや外部との連携により、新たな価値を創出

できる環境も実現します。 

Operation Management 
運用管理 

情報機器の統合による管理の一元化を実現し、管理者が稼働 

状況の把握や設定･登録をリモート操作で行えます。さらにユーザ

管理、コストやセキュリティ管理なども含めた安全かつ総合的な 

マネジメントシステムの実現により、情報システムを充分に活用した

ビジネス活動を支援します。 

Security 
セキュリティ 

暗号化通信や電子署名などの技術を用い、機密性の高いドキュ 

メントのネットワーク配信や共有をセキュアに実現。さらに情報漏え

いのリスクが高い紙文書も、入出力時の管理強化などで不正を 

抑止。ドキュメントの安全性を守りながら、その活用度を高める 

環境を提供します。 

Proper Arrangement 
適正配置 

適正な稼働･活用状況を容易に分析し、要求に応じた

パフォーマンスを的確に発揮できる環境の構築を支援。

また情報機器の統合により、管理コストやメンテナンス

によるロスタイムを軽減。コストを抑えながら現場に 

おけるビジネス効率を高め、競争力創出を支援します。 

Usability 
ユーザビリティ 

「人間中心のデザイン」をコンセプトに直感的な使い

やすさを追求。各ユーザが個別の業務に合わせ操作

性や機能のカスタマイズもでき、業務の効率化を実現

します。また、うっかりミスや思い違いによるトラブルなど、

ヒューマンエラーの低減にも配慮されています。 



高画質と高速・高生産を両立する、信頼のテクノロジー。 
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優れた耐久性を誇るA-Siドラムを採用 

レーザ部には、省スペース低電力で静音性に優れた、ツインビーム

レーザユニットを採用。2本のレーザを同時に走査させることで、

感光ドラムへの書き込みの高速化を実現しました。加えてスキャナ

モータ部に連続的なオイルの流体膜を形成して摺動面間の直

接接触を防ぐ、オイル動厚軸受を採用することにより、ポリゴン

ミラーの高速安定回転を確保しています。「高画質と高速性の

両立」に欠かすことのできない先進テクノロジーです。 

ツインビームレーザ方式で高速書き込み 熱効率の向上を実現する「IH定着」 

 ■ 両面同時読込  ■ DADF

原稿の「両面同時読込」で生産性アップ 

高性能・高機能、ハイコストパフォーマンスを実現した充実のライ

 ■ A-Siドラム 

 ■ ツインビームレーザユニット 

高速・大量出力において、スムースな出力を可能にする 

「A-Siドラム」を採用。感度や耐久性、硬度など、さまざ

まな条件を高いレベルでクリアする理想的な感光ドラム

です。高精細なモノクロ出力を維持しつつ、安定した 

稼働が可能。感光体として劣化することがほとんどなく、

長期にわたって高いパフォーマンスを実現しています。 

iR 5075N 
iR 5065 
iR 5065N 
iR 5055 
iR 5055N
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定着ユニットに「IH（Induction Heating）技術」を応用した、キヤノン独自の「IH定着方式」

を採用。磁力線が定着ローラを通る際に生ずる渦電流により、定着ローラを直接加熱します。

間接加熱の定着装置と比べ熱効率がよく、高い熱量を瞬時に発生することが可能となりま

した。さらに定着ローラ内に用紙サイズに対応するISM（Induction Suppress Metal）を 

設けることで、ローラ端部の昇温を防止。B5サイズなどの用紙もスピードを落とさずに出力 

することを可能にしました。 

高速・高生産性で、 
オフィスワークの中核を支える。 

多種多様なドキュメントニーズにも 
的確に応える。 

効率的なデータハンドリングで 
ビジネスをサポートする。 

大量のコピーやスキャン時の原稿も、両面同時に読み込み＊1。スキャンスピード

100ipm（A4ヨコ）を実現し、生産性がアップしました。さらに従来の反転方式の3回に

対し、原稿搬送が1回で済むため原稿のズレや傷みが生じにくく、読取り品質も向上。 

同時にスイッチバックによる稼働音を低減し、快適性をも向上しています。 

 
■ ファーストコピー  3．1秒（A4ヨコ）　　 
■ ウォームアップ    30秒以下 
■ スキャンスピード  100ipm(A4ヨコ/300dpi両面） 
※写真はiR 5075Nに、オプションの「ペーパーフォールディングインサーターユニット・F1」、 
　「パンチャーユニット・AS1」、「サドルフィニッシャー・AD2」、「サイドペーパーデッキ・AE1」を装着したものです。 

連続複写速度 75ppm
 
■ ファーストコピー    3．3秒（A4ヨコ） 
■ ウォームアップ   　 30秒以下 
■ スキャンスピード  100ipm(A4ヨコ/300dpi両面） 
※写真はiR 5065Nに、オプションの「パンチャーユニット・AS1」、 
　「サドルフィニッシャー・AD2」を装着したものです。 

連続複写速度 65ppm
 
■ ファーストコピー    3．3秒（A4ヨコ） 
■ ウォームアップ  　　30秒以下 
■ スキャンスピード  100ipm(A4ヨコ/300dpi両面） 
※写真はiR 5055Nに、オプションの「シフトトレイ・D1」を 
　装着したものです。 

連続複写速度 55ppm

＊1 両面同時読込は原稿によっては表裏の濃淡の差が目立つ場合があります。　＊2  LIPS LXプリント時。　＊3  IPSecには対応していません。 

コイル 

コア 加圧ローラ 

定着ローラ 

：表面スキャン 

ISM
 ■ IH定着 

：裏面スキャン 
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情報 

ドキュメント 

ナレッジ 

ンアップ 

高速と高画質を両立するために、的確な

用紙搬送を行う「APFM（Accelerated 

Paper Feeding Method）」を採用。ロー

スピードで給紙カセットから紙を確実に捉え、

ハイスピードに加速して転写部まで搬送。

転写時の紙間を最小限にすることで、転写・

定着のプロセスをロースピードで確実に 

行い、再び加速して排紙というスピード

コントロールを実現しています。 

高速出力に貢献する「APFM」 

本体の高耐久を向上するとともに、入出力において

スムースな動作を可能にする高剛性設計。ディンプル

加工底板や、角柱構造フレームをはじめ、細かな部

分に至るまで高耐久パーツを採用し、軽量化と 

高剛性を両立しています。大量の出力時の安定的

な稼働を実現します。 

軽量化と高剛性を兼ね備えたボディデザイン 

Windows Vista™のIPv6対応に伴い、新しいインターネットプロトコル

「IPv6」に対応。同時にIPv6搭載製品の適合性や相互接続性を

テストする、全世界共通のプログラムにも合格し、「IPv6 Ready」認定

も取得しています。 

Newインターネットプロトコル「IPv6」に対応＊3

 ■ 高剛性フレーム  ■ ディンプル加工底板 

ランダムに入力されるジョブを効率よく処理する第3世代「iRコントローラ」搭載 

 ■ SOC（システムオンチップ） 

情報とドキュメントの有効活用で、質の高いビジネスを実現。 
情報とドキュメントの「入力」「出力」「管理」「保管」「生成」「配信」という6つの機能を一台に集約･統合。 

先進のイメージング技術でそれぞれの機能を有機的に連携し、企業･組織に蓄積されている情報をリンクさせることにより、 

スピーディな課題解決と創造力にあふれたビジネスプロセスの実現を支援します。 

TECHNOLOGY 

PAPER HANDLING 

USABILITY 

COPY 

BOX 

PRINT 

SCAN & SEND 

FAX 

WEB 

認証・アクセス管理 

デバイス管理 

運用支援 

ENVIRONMENT 

MEAP
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■ 逐次処理と同時並列複合処理 

ファクス スキャナ 

ネットワーク 

保存 プリント 

送信 

遂次処理 
（Sequential） 

同時並列複合処理 
（Concurrent） 

スキャナ 

保存 

ネットワーク プリント 

ファクス 

送信 

iR 5075Nのパフォーマンスを最大限まで引き出す、第3世代「iRコントローラ」を採用。その心臓部

となるのが533MHzと400MHzのデュアルCPUと、画像処理をつかさどるグラフィックエンジンを1チップ

に集積したSOC（システムオンチップ）です。さらに標準1GB

の拡張メモリと、最大2,000文書、20,000ページ分まで蓄積

可能な40GBのHDDに加え、1200dpi出力＊2の画像処理を

効率的に行う専用チップも搭載。オフィスの“センターマシン”に

ふさわしく、プリントやコピー、ファクス、スキャン、SEND、ボックス

内のデータ活用などのコンカレント処理（同時並列複合処理）

を実現し、快適なワークフローを提供します。 

出力 

管理 

保管 生成 

配信 

入力 

高速 

低速 

■ APFM

CONTENTS



「Human Centered Design － 人間中心のデザイン －」というキヤノンのデザイン思想

をもとに設計された、快適なインターフェースです。使いやすいパネルの高さ、押しやすい凹型

のボタン、視認性の高いボタンレイアウトなど、使いやすさへの配慮を徹底しました。さらに、

従来からのColor imageRUNNER/imageRUNNERと操作感を統一。すでにお使いの

方も初めての方も、操作部を左から

右に流れるように直感的でわかりや

すいオペレーションが可能です。

給紙やトナーボトルの交換、さらに万が一の紙づまり時なども

フロントカバーを開け前面での処理が可能。オフィススペース

の有効活用と作業時間のムダを省きます。

直感的な操作感で使いやすい「大型カラー液晶タッチパネル」 

スペースの有効活用を実現する、フルフロントオペレーション 

入力から出力まで、多様なビジネスニーズに 

効率的な資料作成をサポートする充実の仕上げ機能 

◆ソート
部単位ごとにシフトして出力します。大量の資料を作成する際でも、出力後に
仕分けする必要がありません。 
◆グループ
ページごとにグルーピングして出力します。単ページの資料を、まとめて出力
する際に便利な機能です。 
◆ステイプルソート
部単位ごとで出力されたドキュメントに、コーナーとじ、2カ所とじ、中とじといった
ステイプルが可能です。 

コ
ー
ナ
ー
と
じ

2
ケ
所
と
じ

中
と
じ

Z
折
り

C
折
り

ペーパーフォールディングインサーターユニット・F1 
標準価格 ¥720,000（税別）

パンチャーユニット・AS1 
フィニッシャー・AD1/サドルフィニッシャー・AD2の機能に2穴パンチ機能をプラス。
標準価格 ¥60,000（税別）

5

◆A3の資料もコンパクトにできる「Ｚ折り」 
A3サイズの表や図面などを、自動で“Ｚ型”に折りた
たみコンパクトに出力。会議用資料の作成などに
便利です。（A3、B4、A4Rに対応）

◆DM作成などに便利な「C折り」 
用紙を“Ｃ型”に自動で折りたたみ出力。例えば封筒
に封入するDMの作成など、さまざまな出力ニーズに
応えます。（A4Rに対応）

◆表紙を挿入する「インサーター」 
冊子などの出力時に表紙ページを挿入することができます。
製本での面倒な手間を省き、作業の効率化が図れます。

サドルフィニッシャー・AD2 
標準価格 ¥420,000（税別）

フィニッシャー・AD1 
ソート、グループ、ステイプルソート
（コーナーとじ、2カ所とじ）に対応。
標準価格 ¥280,000（税別） 

「お客様が使いやすくあること」を 
 追求したユーザビリティ。 

さまざまな給排紙オプションをフル装着＊1した場合も、横幅2,240mm、奥行839mm＊2、

高さ1,242mmを実現。白を基調、操作パネル部のライトブルーがアクセントになるスタイリッシュ

デザインで、快適なオフィス空間を演出します。

さまざまなオフィスにフィットする、スタイリッシュデザイン 

■ 大型カラー液晶タッチパネル ■ フルフロントオペーレーション
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＊1 iR 5075Nに、オプションの「ペーパーフォールディングインサーターユニット・F1」、「パンチャーユニット・AS1」、「サドルフィニッシャー・AD2」、「サイドペーパーデッキ・AE1」を装着したものです。＊2 iR 5065/5065N/5055Nの奥行は743mm、FAXボード装着時は　　

■ 本体サイズ（iR 5075N） ■ 設置スペース

1,
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本体正面 本体左側面 

643mm 839mm
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：設置スペース ：壁 

1,347mm
100mm



各トレイをどの機能の排紙トレイとして使用するかを指定する「排紙トレイ設定」により、出力

用紙の取り違えを軽減でき便利です。また、「カセットのON/OFF」設定により給紙カセットも

機能ごとに使い分けることが可能。例えば、ファクスからの出力などに活用することで、用紙

サイズが統一されてファイリングしやすくなります。

トナーボトルは手を汚さずスピーディに交換できる

セットオン方式を採用。約45,000枚（A4/6%原稿時）

の大量出力が可能。さらに出力を止めずにトナー

ボトルの交換が可能なコンティニュアスランに対応

します。

オプションの「音声ガイダンスキット・Ｂ1」の装着により、コピー、

送信/ファクス操作を音声でナビゲートすることが可能です。 

テンキーを用いて液晶操作部を使わずに基本操作を行える

ため、画面が見えにくい方でも簡単に利用できます。

手を汚さないセットオントナーボトル 

機能別に給排紙先を任意に設定可能 

コピー操作の基本画面をナビゲートする「音声ガイダンス」 

対応。給排紙オプションも多彩にラインアップ。 

最大4,000枚の大容量給紙を実現する 
サイドペーパーデッキ 
A3/B4/A4R対応のサイドペーパーデッキ・AE1を装着する
ことで、最大4,000枚（64g/m2）の給紙を可能にしています。
会議資料作成時に大量出力する場合などにも、用紙補給
の手間を省き、ゆとりをもって対応できます。

フロントデッキ 
1,700枚（64ｇ/m2）×2段の、A4/B5に対応したフロント
デッキ。計3,400枚収容できます。

給紙カセット 
600枚（64ｇ/m2）×2段の給紙カセット。用紙交換などの
手間を省きます。

手差し給紙 
最大50枚（64g/m2）まで用紙の給紙が可能です。厚紙
出力なども、効率的にこなします。

DADF-S1 
一度に100枚（80g/m2）の原稿を積載可能。大量の原稿
読み取りも手間なく行えます。

サイドペーパーデッキ・AE1 
標準価格 ¥350,000（税別）

■ 音声ガイダンス

■ トナー交換
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分厚くなりがちな資料のページ枚数を半減し、用紙コストも削減するスタックレス方式の

自動両面印刷機能を標準で装備しています。

ジョブが集中している時でも、急を要するジョブは先行してプリント可能です。本体のシステム

状況画面から［コピー］［ボックス］［受信/ファクス］など、どの機能のジョブを優先してプリント

するか、ジョブ単位で優先順位の設定ができます。

コピー・スキャン時などに車イスをご使用の方が原稿台の開閉を簡単に行えるように

「ADFアクセスハンドル・A1」をオプションでご用意しました。また、座ったまま原稿サイズの

ガイド表示が見えるようにDADFの形状に配慮しています。

ドキュメントをスマートに出力する「スタックレス自動両面印刷機能」 

急ぎのジョブを優先させて実行できる「優先プリント」 

車イスをお使いの方の操作をサポート 

■ 原稿サイズガイド

シフトトレイ・D1 
部単位ごとにシフトして排紙可能な
トレイ。500枚（64g/m2）排紙可能。
標準価格 ¥85,000（税別）

コピートレイ・L1         
100枚（64g/m2）排紙が可能な
排紙トレイ。
標準価格（税別）6,000円 

■ ADFアクセスハンドル

サイドペーパーデッキ・AD1 
最大4,000枚（64g/m2）給紙可能な
A４/B5対応のペーパーデッキ。
標準価格 ¥230,000（税別）

※写真はiR 5075Nに、オプションの「ペーパーフォールディングインサーターユニット・F1」、「パンチャーユニット・AS1」、「サドルフィニッシャー・AD2」、「サイドペーパーデッキ・AE1」を装着したものです。

  802mm。



iR 5075Nは、75枚/分（A4ヨコ）の連続コピースピード＊1と、1200dpi相当×600dpiの

高解像度を両立。多数のジョブが集中する時でも、すばやく美しいコピーを実現。ビジネス

シーンにあわせたドキュメント活用を推進します。また3.1秒＊2（A4ヨコ）というファーストコピー

タイムを実現。欲しい一枚をスピーディに出力し、急ぎのコピーニーズに応えます。さらに、

用紙コストを削減できる「両面コピー」機能も標準装備しています。

最大20,000ページの原稿データを、一時本体に記憶させて処理する「メモリコピー」で、さま

ざまな機能との連携が可能です。最大20件までの「予約コピー」や、大量コピーの前に一部

出力して設定を確認できる「試しコピー」、動作中のコピーを一時的に中断させて急ぎのコピー

を優先して行える「割り込みコピー」などにも対応。また、原稿とコピー用紙の向きが異なる

場合でも自動で画像を回転させてコピーする「オートタテヨコ回転」＊3、原稿の向きと出力さ

れるコピーの向きを揃えて出力させる「画像向き優先」などの出力設定も可能です。

ご利用スタイルに応じ、コピー機能の操作画面を2種類から選択できます。「シンプル」画面

では基本的な設定情報のみを大きく表示して、簡単にコピーが行えるように配慮。「クイック」

画面では各種設定ボタンを同一画面上に配列し、少ない画面切替で目的にあわせた設定が

可能です。さらに、頻繁に使用する設定は「お好みキー」に最大10個＊4まで登録することが

でき、手間のかかる設定・操作のショートカットを実現します。

複写する原稿の下地に地紋をつけてコピーする「地紋印字」＊5機能を搭載。地紋が印字さ

れたコピーを再コピーすると地紋が浮き上がって複写され、二次的にコピーされた情報である

ことを知らせます。地紋に印字できる情報は、スタンプ/日付/部数/シリアル番号などから選択で

きるほか、個人認証利用時にはユーザ名を印字することも可能です。また、管理者設定により

「地紋印字」を強制実行することもでき、紙文書による情報流出を抑止することができます。

ハイクオリティをハイスピードで。さらに、高生産性を実現する機能も充実。 

■ シンプル画面 ■ クイック画面

ボックス機能は、本体のハードディスクにデータを一時保管することで、紙文書のハン

ドリングを向上させます。「ユーザボックス」にスキャンデータを一時保管。後で呼び

出して、プリント/送信＊9することができます。また、プリンタドライバからの操作でパソコン

から印刷データを「ユーザボックス」に保存することも可能。「ユーザボックス」の他

にも、ファクスのメモリ受信文書や送信エラー文書を保管しプリント/送信＊10ができる

「システムボックス」、転送条件に従ってファクス受信文書を保管しプリントする

「ファクスボックス」＊9の全3種類のボックスを搭載しています。

＊1 iR 5065は65枚/分、iR 5055は55枚/分。＊2 iR 5065/5055は3.3秒。＊3 拡大コピー時は回転しません。＊4  「シンプル」画面では最大2個になります。＊5 オプションの「地紋拡張キット･A1」が必要です。一部目のパフォーマンスが低下します。＊6 パフォーマンスが低下     
＊10 オプションの「スーパーG3FAXボード･Z1」「マルチポートFAXボード･K1」などが必要です。

多数のジョブも軽快に処理するコピースピード 

出力する目的に応じ、3種類の「画質選択」や「濃度調整」も容易に行えます。さらに、「自動

変倍」や「定型変倍」はもちろん、「ズーム」など合計7種類の「変倍」機能を搭載。ニーズに

応じたフレキシブルな縮小/拡大コピーが可能です。

目的に応じて、画質選択、濃度調整から縮小/拡大コピーも容易に実行 

コピーした情報を保護し、第三者による不正コピーを抑止 

一台のiR 5075Nで読み込んだデータを、同一ネットワーク上に接続された別のiR 5075Nで

プリントが可能な「リモートコピー」。また「重連コピー」ではデータを読み込んだ本機と、

別のiR 5075Nで同時にプリントすることもできます。集中的に大量部数のコピー出力が

必要となる場合にも、処理を分散することができコピー効率が大幅にアップします。

コピー効率をアップする「リモートコピー」「重連コピー」 

快適なコピーワークを実現する「メモリコピー」 

コピーワークをサポートする2タイプの操作画面 

ドキュメントの活用シーンを、さらに拡張する「ボックス」機能 

さまざまなデータを一時保管・共有化。 
効率的なドキュメント活用を実現。 
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コピー 地紋印字 

■ 地紋印字

出力

スキャン

ユーザボックス

SEND to BOX  
（ボックスに保存） 

公衆回線公衆回線公衆回線

InternetInternet

■ ユーザボックス機能

ボックスに
保存

リモートUIで
プレビュー
ダウンロード

インターネットFAX

データベース 

PC

G3 FAX

ネットワーク経由で 
データを転送 

■ リモートコピー
（iR 5075Nから、フルオプションのiR 5075Nで製本する場合）

製本 Scan

■ 重連コピー

〈一台でコピーする場合〉 

スキャンデータを 
転送 

〈重連コピーする場合〉 
作業時間は
約1/2

iR 5075N



■ 製本出力

◆見開きの２ページ分を、１ページずつコピー 
書籍などをコピーする際に、ページごとに別々の用紙にコピーすることが可能な「ページ連写」

機能を搭載。ファイリングなどに適したドキュメント作成をサポートします。

◆設定の異なる原稿束を、一度にまとめてコピー 
1束目は片面コピー、2束目は片面原稿を両面コピー、3束目は片面原稿を4in1コピーという

ように設定の異なる複数の原稿束も、「ジョブ結合」機能で一つにまとめて出力できます。

結合した束にページ番号を印字したり、最終的にステイプルすることも可能です。また、

「表紙/合紙/章紙」機能を使って、厚紙や色紙など異なる用紙にコピーして指定ページに

挿入することもできます。

 
 
 
 
 
 
 
 
◆任意の情報や日付を、コピーに印字＊6 

文字サイズ、透かし印字などを選択し、コピーに文字や日付を印字することができる「スタンプ/

日付印字」を搭載。また、「ページ印字/部数印字」により、コピーにページ番号や部数ごとの

シリアル番号などの情報を付加することもできます。

◆OHPフィルムなど、特殊な用紙にコピー 
インデックス紙のタブ部分にコピーが可能な「インデックス紙作成」や、OHPフィルムに連続

コピーする際に用紙を挟み込む「OHP中差し」など、特殊紙のコピーワークをサポートする機

能も充実しています。

◆読みやすい資料作りをサポートする製本コピー 
「製本」を選択すると、原稿を自動的に面付けして両面コピーを実行。

サドルフィニッシャー装着時なら、二つに折って冊子のように仕上げ

ることができます。原稿の枚数が多い場合には複数の冊子に分割

して製本することも可能。さらに、二つに折った際に外側と内側の

用紙に生じる画像のズレを補正する機能も備えています。

 
 
 
 
 

◆一枚の用紙に、複数枚の原稿をレイアウト 
「縮小レイアウト」を選択することにより、複数の原稿を縮小してレイアウトすることができます。

レイアウトは、2in1・4in1・8in1から選択可能。用紙コストを削減するとともに、スリムで活用し

やすい資料を作成できます。

 
 
 
 
 
 
  
◆影の消去や印字位置調整などの処理が可能 
「枠消し」では、原稿のパンチ穴部分や書籍のとじ部分など、コピー時に生じやすい不要な影を

消去します。また、「移動」や「とじしろ」を選択することで、上下左右やコーナーなどに画像を

移動してのコピーが可能。用紙に余白を設けたり、任意の位置に移動することができます。 
◆時間の有効活用を推進する、コピーの終了通知 
コピーの進捗状況を把握できる「コピー時間表示」や、コピーの終了を電子メールで知らせる

「ジョブ終了通知」＊7機能を搭載。大量のコピーをする際も、その場で待つことなく時間を

有効に活用できます。

 
 
 
 
 
◆サイズや形状の異なる原稿も、まとめてコピー 

「原稿サイズ混載」を選択することにより、A4とB5のようなサイズの異なる原稿でも一度に

まとめてDADFにセットしてコピーが行えます。また、「連続読込」機能を使用すれば、紙文書

や冊子など形状の異なる原稿も思い通りのコピーが可能。併せて「読込画像確認」を選択

すれば、原稿を読み込むたびに読込画像を出力して確認できます。 
◆画像に多彩な効果を加えるイメージクリエイト 
画像の明度を反転する「ネガポジ反転」や、画像の左右を反転させる「鏡像」、一枚の用紙

に画像を繰り返しコピーする「イメージリピート」を搭載しています。 
◆フォームデータを活用した合成コピー＊6 
読み込んだ画像と、本体内にあらかじめ登録したフォームデータを合成してコピーする「イメージ

合成」が可能です。フォームデータは最大100個まで登録でき、任意のスペースに社名や

コーポレートロゴなどを印字することも簡単に行えます。

◆ユーザボックスを利用し、コピーを効率化 
コピーと同時に、設定したジョブをユーザボックスに一時的に保管＊8することができます。

原稿の再読み込みや、面倒な設定を繰り返すことなく簡単に再出力することが可能です。

◆設定操作の手間を省いて、快適コピー 
以前に行ったコピーの設定を呼び出せるのが「コール」機能です。3つ前までの設定を呼び出して

コピーできます。また、複数の設定を組み合わせたコピーモードを9個まで名称を付けて登録できる

「モードメモリ」も搭載。よく使う設定をコピーのたびにやり直す手間を軽減します。

■ リモートUI画面■ プレビュー表示■ ボックス画面

ユーザボックスは最大100個までの利用が可能で、トータル2,000文書/20,000ページの

一時保管ができます。各ボックスには、名称・暗証番号・保存期間を設定することもできます。

文書を保管する際はコピー機能と同等の読取機能が利用でき、ボックス内の文書はプリント

設定の変更･保存や、他のユーザボックスに移動/複製することも可能。また、他の文書との

結合や、任意のページの挿入、不要なページの削除などの編集作業を本体パネル上で1ページ

ずつプレビューして行えます。さらに、ユーザボックスと送信機能＊9を組み合わせることで、

サーチャブルPDFなどのデータ送信も可能にし、情報の有効活用を推進します。

あらかじめボックスの設定項目に任意のメールアドレスを登録しておけば、送信機能から

ボックスへ文書を登録するたびに、保管場所のURLを知らせる電子メールを自動的に

送信することが可能。スピーディな文書共有で、情報活用をサポートします。

ボックス内の保管文書は、「リモートUI」

を使用してパソコン上にプレビュー

表示することができます。文書の内容

を確認できるため、必要な情報に

すばやくアクセスすることが可能。さらに、

ボックス内文書の複製、プリント指示、

データのバックアップやリストアも

行えます。

   する場合があります。＊7 オプションの「Send拡張キット･Q1」が必要です。＊8 「ジョブ結合」との組み合わせはできません。＊9 オプションの「Send拡張キット･Q1」などが必要です。

多様なコピーニーズに応える「応用モード」を搭載 

「ユーザボックス」で文書編集や情報配信を効果的に実現 保管先を告知する「URL送信」＊9

「リモートUI」でパソコンからボックスへのアクセスが可能 
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1束目： 移動

表紙インサート

1束目表紙
2束目
3束目
4束目

2束目： 片面→両面 3束目： ページ複写 3束目： 4 in 1

原稿 

表紙 

束 

コピー 

36 72

1 2 3 4

5 6 7 8

1 2

3 45 6

7 8

18
54

メールで 
終了通知 

■ ジョブ結合

■ 2in1 ■ 4in1

■ 製本モード

■ ジョブ終了通知
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■ ロードバランシング概念図

■ プリント速度比較

従来PDL

LIPS LX

プリンタ
ドライバ インタプリタPDLデータを 

プリンタに転送 

ページレイアウト  

画像処理 

グラフィック処理 
プリンタ
ドライバ インタプリタ

パソコン iR 5075N

0 5 10 15 20 25 30

多彩なページ記述言語（PDL）と複数のネットワークプロトコルの共存を実現。Windows®

やMacOSはもちろん、Windows Vista®など異なるOSを使用するオフィスでも、既存のネット

ワーク環境にスムースに導入できます。ページ記述言語は、キヤノン独自の「LIPS LX」、

「LIPS V」などから幅広い選択が可能。オフィスの資産を生かしながら、快適なプリンティング

環境を提供します。

キヤノン独自のページ記述言語「LIPS V」に対応。帳票印刷に便利なフォームオーバレイ

機能をはじめ、独自のページ記述言語「LIPS IV」が提供してきたプリンティング資産をこれ

まで通り継承することが可能です。さらに、N201、ESC/P、IBM5577、HP-GL（HP-7550B）、

HP-GL2の各エミュレーションとEAN-128などのバーコードフォントを搭載し、さまざまな

コンピュータ環境に適応します。

アプリケーションを起動したり、プリンタドライバを使うことなく出力が可能な「ダイレクトプリント」。

「リモートUI」や「LPRコマンド」により、プリントしたいファイルをiR 5075Nに転送するだけで、

PDF/TIFF/JPEGファイルのスピーディな出力が可能です。さらに、ウェブブラウザ機能と

連携し、Webサイトのページイメージやインターネット上のPDFファイルを印刷することもできます。

さまざまなネットワーク環境に対応する汎用性で、優れたパフォーマンスを発揮。 

■ 600dpi ■ 1200dpi

＊1 「LIPS LX」にて対応。＊2 「LIPS LXプリンタ＆スキャナキット・R1」（iR 5075N/5065N/5055Nは標準装備）が必要です。＊3 「LIPS LXプリンタ＆スキャナキット・R1」（iR 5075N/5065N/5055Nは標準装備）、「LIPS V拡張キット・R1」が必要です。＊４ 「LIPS LX　　
＊６ 「LIPS LXプリンタ＆スキャナキット・R1」（iR 5075N/5065N/5055Nは標準装備）、「暗号化セキュアプリントキット・A1」が必要です。＊７ パスワード方式のオプション装着に加え、「ICカード認証拡張キット・A5」、「ICカード認証クライアントソフトウェア・A5」などが　　
＊10 Windows○環境下にて利用可能。別売。＊11 別売。各imageWARE製品の対応状況は担当セールスにお問い合わせ下さい。＊12 スキャンデータや画像データは編集対象になりません。

リアル1200dpi＊1の解像度に加えて、新たに画像処理技術「FCET（ファイン・キャラクター

＆エッジ･テクノロジー）」の搭載により、高画質/画質安定性を実現。ビジネスドキュメント

に多い細かな文字や細い線をなめらかに再現し、

さらに、写真のハーフトーンや網掛けもシャープに

表現。ドキュメントが、より美しく読みやすく仕上が

ります。また、600dpiでデータを投入した場合は独自

技術「SST（スーパー・スムージング・テクノロジー）」

により、1200dpi相当×1200dpi相当の解像度

出力も可能です。

グラフィカルなユーザインターフェースを採用した「プリンタドライバ」。用紙選択などはもちろ

ん、給排紙方法やフィニッシングの指定、「試し印刷」など多彩なプリント機能を簡単な操作

で設定可能です。さらに、Windows®環境では

「PageComposer」を活用し、文書の「プレビュー」

を確認しながら文書結合などの「編集」が行えます。

また、ユーザインターフェースを統一したプリンタ

ドライバを採用することにより、複数のPDLが

共存する環境でも同じ操作手順でプリント設

定が行えます。

小さな文字や精細な画像も忠実に再現する「FCET」搭載 

ソフトウェア資産の継続活用を推進する「LIPS V」＊3

さまざまなネットワーク環境と調和する「マルチPDL」対応 

Windows Vista®に標準装備された新しいネットワークプロトコル、WSD（Web Services 

for Devices）に対応＊2。ネットワークに接続するだけで特別な設定をする事なくデバイス

情報を探索・取得し、使用可能にすることができます。 

デバイス情報を探索・取得するプロトコル、WSDに対応 

Windows Vista®にLIPS ㈿、LIPS LXで対応。Windows Vista®環境での出力を可能

にしました。

XPを受け継ぐ新しいOS「Windows Vista®」に対応 

データ処理時間を大幅に短縮する「LIPS LX」＊2

速やかなアウトプットを可能にする「ダイレクトプリント」＊4

簡単な操作で、多彩なプリント機能を実現 

キヤノン独自のプリンティングシステム「LIPS LX」に対応。「LIPS LX」は、プリントデータ

の処理に掛かる負荷をパソコンとiR 5075Nで効率よく分散する「ロードバランシング」を採用し、

高速データ処理を実現。快適なプリントパフォーマンスを

提供します。

■ WSD（Web Services for Devices）

JEITA規格　プリンタ用標準テストパターン

R

■ ダイレクトプリント概念図

●通常のプリント 

●ダイレクトプリント 

アプリケーション 
を立ち上げる プリント指定 

プリンタドライバ 
で出力 ファイル指定 

ファイル指定 
LPRコマンドで 
ファイル転送 

リモートUI ファイル指定 

一般オフィス向けに最適なプリント環境を提供＊2

対応OS：�
［Windows® 2000 / XP/Sever 2003/ Windows Vista®/
  Windows® Sever 2008/ Windows® 7、MacOS X］

Windows®/ Mac 共存オフィス向け LIPSソフト資産を継承＊3

対応OS：
［Windows ® 98/Me/2000/XP/Sever 2003/ Windows Vista®/
  Windows® Sever 2008/ Windows® 7、Mac OS 9.1/X］

LIPS LXダイレクト 
プリント＊4

LIPS V拡張

LIPS LX

LIPS V

・PDF

J9.doc

J10.x ls

J11.pp t

J12.pd f

・TIFF

・JPEG

■ マルチPDL

■ ネットワークプロトコル

TCP/IP
■ SMB
■ LPR

■ IPP ■ WSD
■ Port9100

Apple
Talk ■ PAP

LIPS LX

LIPS V

LIPS LX

Mac

Mac

Win

Win

Win

Win
Win

Win

Win

: iR 7270N : iR 5075N



オプションの「暗号化セキュアプリントキット・A1」を装着することで、パソコンから

iR 5075Nまでのプリントデータを暗号化することができます。これにより通信経路でのデータ

改ざんや情報漏えいのリスクを軽減します。「セキュアプリント」と同様に、本体パネルで

該当文書を選択してパスワードを入力＊6するとプリントアウトが開始されます。また、「ICカード

認証拡張キット・A1」やICカードリーダライタなどを使用することでユーザ名とパスワード

入力の手間を省き、ICカードと連携した「暗号化セキュアプリント」＊7が可能になります。

出力紙に地紋を印字することができます。地紋入りのドキュメントをコピーすると、複写したコピー

に地紋が浮かび上がり、原本かコピーかの識別が可能。第三者による不正コピーを抑止します。

部数やプリセットスタンプ、機械番号などから強制的に地紋を印字出力できるほか、プリンタ

ドライバからジョブごとに地紋印字のON/OFFを選択することができます。

 データの統合、高度なフィニッシングを幅広く支援 
「imageWARE Publishing Manager」＊11

アプリケーションに依存することなくデータ統合を可能にし、ビジネスドキュメントの作成・印刷を支援する「imageWARE 

Publishing Manager」。各種アプリケーションで作成したデータを、ドラッグ＆ドロップで取り込んで結合。製本

やステイプルなどの印刷体裁をプレビューで確認しながら、ビジネスドキュメントを短時間で作成・印刷できます。

さらに、「原稿エディタ」＊12を利用すれば文字の修正、画像や図形の追加／削除など、元アプリケーションに戻

ることなく直接編集が可能です。また、作成したデータは製本設定も同時に保存されるため、データの差し替え

や追加も容易。ビジネスドキュメントの作成に関わる時間を大幅に短縮することができます。

別売の「imageWARE Trust Stamp」

を使えば、地紋にホスト名、IPアドレス、

ジョブ名やジョブID、日付と時

刻といった多彩な項目から3つ

を選ぶことができます。また、地

紋出力の使用についてジョブ

ごとにユーザが任意に選択す

ることが可能になります。

より多彩な地紋で機密性がさらに向上 
「imageWARE Trust Stamp」＊10

■ 「プリント」タブ

 プリンタ＆スキャナキット・R1」（iR 5075N/5065N/5055Nは標準装備）、「ダイレクトプリント拡張キット・F1」が必要です。＊５ キヤノン製プリンタドライバを利用する必要があります。
必要です。＊8 パスワードによる認証とICカードによる認証は、いずれか一方を選ぶことができます。＊9 オプションの「地紋拡張キット・A1」が必要です。パフォーマンスが低下します。

BMLinkSプリントサービスに対応。BMLinkSドライバを利用する

ことで異なるメーカーのプリンタへの出力が可能です。

「リモートUI」では、ダイレクトプリントの用紙サイズや

フィニッシングの指定の他、各種プリント機能の設定お

よび設定情報のバックアップやリストアが可能。さらに、

メディア設定の誤操作防止のために、A4プレプリント紙

といった名前と、普通紙・厚紙など用紙の種類で200件

まで登録できます（本体からも可）。

■ 地紋印字

■ imageWARE Publishing Manager

 ■ リモートUI画面

プリンタドライバから印刷指示をする際に、セキュアプリント

を選択してユーザ名とパスワードを入力するとプリントデータ

をiR 5075N内で待機させることができます。待機した文

書は本体パネルから選択してパスワードを入力することで

初めてプリントアウトが開始されるため、プリントの放置に

よる情報流出を抑止でき、ドキュメントの機密を保護します。

プリントジョブを制御する「プリント」タブを装備し、セキュ

アプリントのジョブ操作などを行えます。「プリント」タブ

では、個人認証（SSO）時に自分の印刷ジョブのみが

選択可能。他ユーザのジョブ名はアスタリスクで表示され、

操作もできません。オフィスにおける機密情報の保護を

推進することができます。

プリントアウト時の機密性を高める「セキュアプリント」＊5

通信データの機密を保護する「暗号化セキュアプリント」 

プリンタドライバから印刷を指示する際、プリンタジョブの制限を有効にするとユーザボックス

保存以外のジョブを拒否。ムダなプリントを防げる上、プリントの放置による情報流出を

抑止します。

プリンタドライバからボックス保存以外のジョブを拒否 

個人認証と連携し、プリントジョブへのアクセスを制限 

不正コピーによる情報流出を抑止する「地紋出力」＊9

「リモートUI」から、プリント機能の設定が可能 

1つのドライバで柔軟な出力環境を実現する「BMLinkS」＊2
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■ パスワード入力画面

■ パスワードによる「暗号化セキュアプリント」＊6 ＊8

■ ICカードによる「暗号化セキュアプリント」＊7 ＊8

PDLデータ暗号化 出力 

PDLデータ暗号化 出力 

＊＊＊＊＊＊＊＊

XXXXX

＊＊＊＊＊＊＊＊

XXXXXID

パスワード

＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊PIN

 
ICカード 

＊＊＊＊＊＊＊＊PIN

■ 地紋出力

地紋印字プリント コピー 

ドラッグ＆ドロップ 

ドラッグ＆ドロップ 

データ出力 

印刷 

紙原稿 

MS officeファイル、PDF等 

PDF

両面、Nin1、製本等 

背景に 
地紋を印刷 

コピー 

＊＊＊＊＊＊＊＊

XXXXXID

パスワード

地
紋
印
字 



スキャン時に生じる不要な影を消す「枠消し」をはじめ、「シャープネス」や「画質調整」、

「画質選択」、「濃度調整」など画像のクオリティを高める機能が充実しています。

指定した時刻に送信を開始する「タイマー送信」や、送信の終了を指定したアドレスに

E-Mailで知らせる「ジョブ終了通知」、送信する原稿を事前に確認できる「プレビュー」機能、

スキャンした原稿にスタンプを印字する「済みスタンプ」など、業務をサポートする便利な送信

機能を搭載。また万一、送信エラーが発生した場合、エラー文書をメモリに保存することで、

原稿を再読込することなく宛先変更/再送信も行えます。「コール」キーを利用すると、３度前

のジョブまで送信設定を呼び出せ、設定の手間を省くことが可能です。

◆誤送信や情報漏えいを未然に防ぐセキュリティ機能 
宛先を登録する際に設定する「アクセス管理番号」を入力することで表示される宛先の

絞込みができます。必要ない宛先を表示させないことでさまざまなリスクを軽減。また、登録外の

宛先への送信を禁止する「新規宛先の制限」や、宛先表への登録者を制限する暗証番号

設定などセキュリティに配慮した機能を搭載しています。

◆画像のサイズや解像度などを任意に設定 
原稿を読み取る前に「解像度設定」や「原稿サイズの設定」を行います。原稿サイズが

不定形の場合には読み取りサイズを入力することにより、指定したサイズでスキャンを実行。

また、「変倍設定」により画像の縮小･拡大・自動変倍も可能です。

◆サイズや形状の異なる原稿にも柔軟に対応 
A4とB5など異なるサイズの原稿を一度にまとめてDADFにセットする時は「原稿サイズ混載」

を選択し、一度の読み込みでまとめてスキャンすることができます。また、紙文書や冊子など形

状の異なる原稿を一度にスキャンする場合は「連続読込」を選択することで一つのジョブと

してスキャンすることができます。また、ブック原稿を読み込む時に、ページごとに分割して

画像を生成できる「ページ連写」機能も搭載しています。

速やかに明確な情報コミュニケーションの実現で、効率的なビジネスフローをサポート。 

＊1 オプションの「Send拡張キット・Q1」などが必要です。＊2 スーパーG3FAXへの送信は順次同報送信になります。＊3 「容量分割」送信を使用するには分割受信に対応しているメーラーが必要です。＊4 オプションの「Send拡張キット・Q1」、「スーパーG3FAXボード・Z1」　
＊8 オプションの「ユーザ署名PDF拡張キット・A1」が必要です。＊9 オプションの「ユーザ署名PDF拡張キット・A1」および「ICカード認証機能拡張キット・A5」、「ICカードリーダライタ・A1」などが必要です。＊10 オプションの「タイムスタンプPDF拡張キット・A1」及びタイム　
＊12 別売。各imageWARE製品の対応状況は担当セールスにお問い合わせ下さい。

紙文書を異なる通信環境の宛先に配信し、情報を共有しようとした場合、複数の

機器を何度も操作する必要がありました。しかし、iR 5075Nなら宛先表から送りたい

複数の送信先を選択し、原稿をセットしてスタートボタンを押すだけ。一度の操作で、

E-Mail、FAX、インターネットFAX、ファイル送信といったさまざまな送信手段を利用して、

最大256件の宛先へ一斉＊2に送信することが可能です。E-Mailの添付ファイルや

フォルダに送信するデータは、A3/600dpiの高解像度に対応。DADFにより片面原稿

77ページ/分（A4ヨコ、300dpi）、両面原稿100ページ/分（A4ヨコ、300dpi）の高速読み

取りを実現し、スピーディにデータを生成。ファイル形式はPDF/TIFFから任意に

選択することができます。

■ 定型業務ボタン画面

■ 送信画面

SMB、FTP、NCP、WebDAVの各プロトコルに対応したファイル送信が可能です。スキャン

したデータを、ネットワークやインターネットを利用して、社内外で情報共有することができます。

◆容量の大きな文書も一度に送信できる「メール分割」 
「メール分割」機能は容量の大きな文書をE-Mailで送信する時に、容量制限を超えた文書

を複数のメールに分割して送信する機能です。分割方法は2種類から選択でき、「ページ分割」

は複数ページの原稿をスキャンする時に、ページ単位で制限値を超えないように分割。

「容量分割」＊3はページ数に関係なく容量単位で分割します。

◆情報保護に配慮したセキュリティ機能が充実 
POP before SMTP/SMTP認証/APOPや通信経路のSSL暗号化、送信許可ドメインの

指定など、セキュリティに配慮した多彩な機能を搭載しています。

◆イントラネットでの情報共有を実現する「SMB送信」 
SMBプロトコルを利用してドキュメントをパソコンの共有フォルダに配信でき、サーバレスで

オフィス内の情報共有を実現します。「SMB

参照」や「ホスト名検索」、「アクティブディレ

クトリ参照」などにより、送信先指定もスムースに

行えます。

◆「NCP送信」や「FTP送信」にも対応 
「NCP送信」ではノベル社のディレクトリサービスで提供されるディレクトリをデータの保存先

に指定することができます。また、「FTP送信」では2バイトコードに対応し、日本語名の

フォルダへの送信が可能です。

◆「WebDAV」に対応し、セキュアなファイル送信を実現 
「WebDAV」プロトコルに対応し、WebDAVサーバやC-Cabinetなどの社外ストレージ

サービスなどを使用してインターネット上でのファイル共有が可能です。通信経路が暗号化

され、セキュアな環境が構築できます。

iR 5075Nからスキャンした文書を添付した「電子メール送信」が可能です。パソコンのメール

機能と同様に、「重要度」設定や「TO/CC/BCC」

の指定、「件名」や「本文」の入力が可能。さらに、

添付「ファイル名」の入力や「返信先」の設定も

行えます。個人認証時にはログインユーザのメール

アドレスが送信元に自動的に設定されます。また、

「自分へ送信」を選択するとメールアドレスが宛先に

セットされるため、選択の手間を省くことができます。

最大1,600件の送信先を登録できる宛先表。頻繁に送信する宛先はワンタッチボタン（200件）

に登録することもできます。また、LDAPサーバからメールアドレスやファクス番号を直接取得

することで、宛先の指定を簡単かつスピーディに

行えます。さらに「定型業務ボタン」を搭載し、

宛先や送信設定を最大18件登録できるため、日常

的に行う送信業務をワンタッチで実行できます。

送信先の入力・設定を効率化する「宛先表」＊4

ニーズにあわせた画像生成＊4が可能 

多彩な「送信設定」＊4が、日常の情報配信をサポート 

複数の送信先へスピーディに情報を配信する「Universal Send」＊1機能 

本体でパソコンと同様の詳細な設定ができる「電子メール」送信＊1

さまざまなプロトコルに対応した「ファイル」送信＊1が可能 
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G3 FAX

インターネットFAX

インターネットFAX

イントラネットFAX

FTPサーバ

WebDAVサーバ

NetWareサーバ

スキャン

出力

E-MAIL

公衆回線公衆回線

InternetInternet

■ Universal Send

■ SMBプロトコルによるファイル送信

LAN

HTTP Proxy

HTTP ProxyHTTP Proxy

WebDAVサーバ
社外ストレージ等

ネット上のファイルにアクセス

外出先からファイルにアクセス

InternetInternetInternet

■ WebDAV送信

ボックス

iR 5075N

iR 5075N



◆情報の機密性をいちだんと高めた「暗号化PDF」＊6 
ファイル開封時にパスワード入力を必要とし、第三者による不正閲覧を抑止する「暗号化PDF」。

Adobe® Acrobat®7.0で採用された次世代標準暗号化方式AES（128bit）に対応し、従来

と同じRC-4暗号化もサポート。情報の機密性をいちだんと高めました。さらに、閲覧者による

印刷や画像抽出・文書変更などを許可/不許可する設定も行えます。

   などが必要です。＊5  オプションの「サーチャブルPDF拡張キット・B1」が必要です。＊6  オプションの「暗号化PDF拡張キット・C1」が必要です。＊7 オプションの「機器署名PDF拡張キット・A1」が必要です。
   スタンプ局（アマノタイムビジネス株式会社、セコムトラストシステムズ株式会社）との契約が必要です。＊11 キヤノンで評価済みの特定認証局（株式会社日本電子公証機構、セコムトラストシステムズ株式会社）との契約が必要です。

情報の効率的な活用、快適なネットワーク配信、機密性の向上など、ドキュメントに

求められるニーズはますます多様化しています。iR 5075Nは3種類のPDF生成＊1をサポートし、

生成するドキュメントをビジネス用途にあわせて選択することができます。

ビジネス用途に応じた、PDF生成をサポート＊1
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◆スピーディな情報検索を実現する「サーチャブルPDF」＊5 

スキャン時にOCR処理を行い、生成するPDFにテキスト情報を付加することで、全文検索が

可能な「サーチャブルPDF」。求める情報をすばやく探しだしたり、必要な文字データをコピー

してドキュメント作成に活用できます。

● スキャンミスを軽減する「原稿向き自動検知」 

PDF（OCR）選択時の原稿向き自動検知機能により、向きの異なる混載原稿も自動で補正します。

また「文書名OCR」により、ファイル名には自動的にOCRした文字列を反映することも可能です。

リモートUIを利用してパソコンから宛先の登録や編集

を行うことができます。さらに、ユーザ署名の証明書や

タイムスタンプのライセンスを本体にインストールする

ことが可能です。

「リモートUI」で宛先表の編集などの設定・管理が可能 

パソコンからのスキャン操作を容易にする「Network ScanGear」 

◆文書作成者の特定が可能な「電子署名PDF」 
PDF作成時に証明書と秘密鍵を用いる「電子署名PDF」。「電子署名PDF」を開いて署名を

検証することで、作成者の特定や原本から文書が変更されていないかを確認できます。オフィス

のセキュリティポリシーにあわせて「機器署名」＊7、「ユーザ署名」＊8、「ICカード署名」＊9といった

３種の方式から選択可能。PDF送信時に機器署名をつけることで、PDF以外の送信を禁止

することもできます。さらに、署名したファイルの作成時間を保証するための「タイムスタンプ」＊10

と「ICカード署名」を組み合わせることでe-文書法＊11にも対応します。

TWAIN対応のスキャナドライバ「Network ScanGear」に対応し、Windows®パソコンからの

操作で最大A3サイズ、600dpiの高画質スキャンが可能です。

機 器 署 名

ユーザ署名

ICカード署名

タイムスタンプ

PDFが生成された機器を特定できます。

スキャン時にタイムスタンプサーバより取得しPDF内に署名を付与。

文書作成者を特定することが可能です。

個人が所有するICカード内に格納した秘密鍵と証明書から署名を生成。
保証水準が高くe-文書法でも推奨されている方式です。

■ リモートUI画面

■ imageWARE Document Manager

効率的な文書管理情報の作成を実現する「imageWARE Scan Manager」＊12

定型文書のフォーム認識とゾーンOCR処理が可能なスキャン文書のインデキシング入力支援ツール。ゾーンOCR結果は、Document Manager Workgroup/Enterpriseの文書検索用インデックス

として利用することができます。また、フォーム認識結果やゾーンOCR結果ごとに格納先フォルダを振り分けることも可能。スキャン文書の振り分けとインデックス情報入力の作業効率をアップします。

高度な検索・共有・セキュリティ・文書ハンドリング機能を有するネットワーク対応文書管理システム。キャビネットに格納された文書は、

インデックス検索や全文検索などの多彩な検索機能により、必要な時に即座に見つけ出して利用することができます。また、６段階の

アクセスコントロールにより、文書セキュリティの向上も実現します。別途Web環境で利用するためのオプションもご用意しています。

電子化ドキュメントの管理をトータルに行う「imageWARE Document Manager」＊12

文書バージョン管理・操作ログ管理・文書保存期限設定など、Workgroup版よりもさらに高度な文書管理機能を有するネットワーク対応文書管理システム。SDKを利用

した他システムとの連携や機能拡張にも対応します。

■さらに高度な文書管理機能を搭載した「imageWARE Document Manager Enterprise」 

個人ベースの文書管理に特化して軽快なオペレーションを実現するソフトウェア。紙文書と電子ドキュメントの一元管理、文書の表示や編集、出力まで、文書管理に必要な機能を

幅広く搭載しています。

■パーソナルワークの文書管理をサポートする「imageWARE Document Manager Personal」 

タテとヨコの原稿

同じ向きでスキャン

PDFデータはそれぞれの向きに

■ サーチャブルPDF

高圧縮PDF

OCRデータ 

サーチャブルPDF

合
成 

■ 原稿向き自動検知

■ 暗号化PDF

紙文書

ユーザー署名 
（個人認証） 

■ 電子署名PDF

■ タイムスタンプ

機器署名 

ICカード署名 

時刻情報 
+
時刻情報 

検
証 

タイムスタンプ局 

本体でパスワードを設定

＊＊＊＊＊＊＊＊パスワード 

＊＊＊＊＊＊＊＊パスワード 

ファイルを
開く際に
パスワードを要求



最大33,600bpsの通信速度で2秒台の通信を実現する「スーパー

G3FAX」に対応。送信側の設定に依存せずに、受信画像を

補正し、読みやすいFAX文書を受信し出力することができます。

また、ハンドセットや電話機と接続することで、着信時にFAXか

電話かを自動的に判別する「FAX/TEL自動切替」

機能も装備し、電話回線を有効活用できます。

2回線を利用してスーパーG3FAXの送受信が可能な「マルチポートFAX」に対応。用途

に合わせてどちらか一方を受信専用・送信専用といった設定にすることも可能です。受信中

でもあいてる回線で送信が行えるため、FAXの使用が多い部署などに設置することで

効率的な業務フローを提供します。

　　　 　原稿の向きをFAXに適した方向に回転して送信する「回転送信」、ハンドセットで

通話した後に送信できる「手動送信」＊3、原稿をメモリ保存してから送信する「メモリ送信」、

回線接続後に原稿の読み込みを開始して送信する「ダイレクト送信」＊3や、指定したアドレス

に送信の終了を電子メールで知らせることができる「ジョブ終了通知」などが可能です。

　　　 　原稿サイズに合わせ自動で用紙を選択し出力する「回転受信」、ハンドセットで

通話した後に受信できる「手動受信」＊3、FAX情報サービスから出力する「オンフック」＊3、

電話で通話後にFAXを受信する「リモート受信」＊3などが可能です。

　　　 　受信文書を両面にプリントすることで用紙を節約できる「両面記録」、受信文書

を縮小出力する「画像縮小」、同系列サイズの受信原稿2枚を1枚の用紙にプリントできる

「2in1記録」などが可能です。

FAX活用シーンの拡張が生む、これがビジネスコミュニケーションの進化形。 

＊1 オプションの「スーパーG3FAXボード・Z1」が必要です。＊2 オプションの「マルチポートFAXボード・K1」が必要です。＊3 スーパーG3FAX機能の拡張が必要です。＊4 Windows® 98/Me/2000/XP/Server2003、Windows Vista®/Windows® Server2008/    
＊6 スーパーG3FAX機能の拡張および「Send拡張キット・Q1」が必要です。＊7 オプションの「サーチャブルPDF拡張キット・B1」が必要です。＊8 インターネットFAXは「宛先」、「Fromアドレス」、「件名」の条件に従って転送します。＊9 オプションの「Send拡張キット・Q1」　
＊12 ファクスボックスからの送信は行えません。＊13 オプションの「ウェブブラウザ拡張キット・F1」が必要です。＊14 オプション。＊15 オプションの「ダイレクトプリント拡張キット・F1」が必要です。＊16 別途契約が必要です。

送信 

記録 

　　　 　送信時に原稿のヘッダに発信元、宛先、ページ数などが印字される「発信元

記録」、発信元記録に印字される発信元を登録した50件の中から選んで指定できる

「発信人名称」＊3、受信した原稿のフッタに日付などの情報を印字できる「受信記録」を

搭載しています。

出力 

受信 

　　　　　　　 テンキーダイヤル入力時に確認

画面で再度番号を入力することで誤入力を防ぐ「FAX

番号確認入力」＊3が可能。「Fコード」や「パス

ワード」＊3を付加して送信することもできます。

セキュリティ 

プリントアウトすることなく作成した文書をWindows®/Mac＊4を問わず、パソコンから直接

FAX送信できる「ペーパーレスFAX」。送信前に原稿を出力する用紙コストを軽減できると

ともに、汚れやかすれのない鮮明な書類の送信が

可能です。また、「カバーシートエディタ」により、オリジナルの

カバーシートを作成して送信文書に添付することもでき

ます。さらに、Out look ExpressやMAPI、本体の

宛先表に登録された送信先をアドレス帳にインポート

可能です。

スピーディなFAX送信を実現する「スーパーG3FAX」＊1

送信・受信の専用回線を収容できる「マルチポートFAX」＊2

パソコンから文書を直接送信できる「ペーパーレスFAX」＊3

多彩な送受信機能＊5

■ FAX番号確認入力
■ ペーパーレスFAX
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■ スーパーG3FAXボード・Z1

インターネットとの連携で進化する 
ワークスタイル。 

ウェブブラウザの搭載により、本体の液晶タッチパネルでサイトの閲覧が可能。タブにより

マルチウィンドウ表示に切り替えれば、画面上に新たな画面がスムースに開き、検索しながら

サイト間の往来も効率よく行えます。「ダイレクトプリント拡張キット・F1」＊14の装着で、サイト

内コンテンツの300dpi高速印刷にも対応します。

本体でWeb閲覧が可能、サイト間の往来もスムース「ウェブブラウザ」＆「マルチウィンドウ」＊13

■ ウェブブラウザ ■ マルチウィンドウ

Web上のPDFファイルをボックスに保存できるので、毎回Webにアクセスせずに効率よく

印刷できます。さらにWeb上のカタログPDFファイルなどを編集・統合したり、日付入りで

製本印刷することも可能です。

Web上のファイルを効率よく活用できる「コンテンツ保存」＊15

■ コンテンツ保存 ■ 保存先の指定

■ FAX/TEL自動切替

iR 5075N

 FAX

電話

電話

公衆回線公衆回線公衆回線
FAX受信

■ マルチポートFAX

受信 

送信 

公衆回線 

FAX

FAX



受信したFAXやインターネットFAXを、指定したFAXやファクスボックス、任意のE-Mailや

共有フォルダなどへ自動的に転送することができます。例えば、受信したFAXを出力せずに、

指定のA社用フォルダに転送したり、あるいはC社からのインターネットFAXを自動的にD社

のインターネットFAXに転送することが可能です。パソコンへの転送ファイル形式はTIFF、

PDFから選択可能。またPDFは自動的にOCR処理する＊7こともできます。転送条件は

最大150件設定可能。受信したFAXの「着信回線」や「相手先電話番号」、「Fコード」、

「パスワード」の条件＊8に従って任意の宛先に転送します。受信FAXが転送条件に

あわない場合は「条件無し転送」として転送先を指定することも可能です。「FAX転送」

にはビジネスシーンでの使用にあわせて曜日ごとに転送するスケジュールを変更できる

「転送時間設定」や、転送と同時に受信FAXをプリントする「受信文書の保存/プリント」

機能、転送が終わったことをメールで知らせる「転送終了通知」などの機能があり、これらを

利用することによりFAX活用がさらに広がります。

W-NET FAXフルモードに対応し、600dpiで文書を送受信可能なインターネットFAX機能

を搭載＊10。相手先の環境にあわせた「相手先条件設定」や、相手先の受信完了を確認

できる「送達確認」機能により快適で円滑な送受信を実現します。大容量データの送信

時は、ネットワークの容量制限に応じてデータ量単位での分割送受信にも対応しています。

また、通信費を抑えて社内でスムースに情報伝達が行えるイントラネットFAXも可能＊11。メール

サーバを介さずに機器間でSMTPプロトコルを利用して送受信を行うため高画質&スピーディ

な通信を実現します。さらに、「SSL暗号化」通信や「SMTP認証」などに対応し、セキュア

な通信環境を構築できます。

FAX/インターネットFAXのメモリ受信文書や、転送時のエラー文書を保管できる「システムボックス」と親展受信用の「ファクスボックス」を

搭載。「システムボックス」はメモリ受信のスケジュール設定が可能です。時間外や休日のFAX出力を禁止してセキュリティを強化できます。

また「ファクスボックス」は最大50個まで名称をつけて登録でき、転送条件をもとに受信したFAX/インターネットFAX文書を保管できます。

「システムボックス」「ファクスボックス」に保管された文書は本体タッチパネルからはもちろん、パソコンのウェブブラウザを介して「リモート

UI」上からも選択でき、プリントや送信＊12、ボックスからの消去が行えます。いずれのボックスも暗証番号を設定してアクセスユーザを制限

できるなど、情報の機密保護にも配慮しています。

    Windows® 7、MacOS X(10.2.8以降)に対応。＊5 スーパーG3FAX機能の拡張または「Send拡張キット・Q1」が必要です。
　が必要です。＊10 imageRUNNER/Color imageRUNNER及びITU-T T.37に準拠している機器と通信可能です。＊11 imageRUNNER/Color imageRUNNER及びITU-T T.37に準拠しているダイレクトSMTP送受信可能な機器と通信可能です。

受信した情報を効果的にハンドリングできる「FAX転送」＊6

高画質な文書送信が可能な「インターネットFAX/イントラネットFAX」＊9

2つの「ボックス機能」により、受信FAXの有効活用が可能＊3

■ システムボックス
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「Canonet」は、多彩なニーズに対応する豊富な機能、充実のデータセンターと迅速な

サポート体制により、ビジネスを強力にバックアップするキヤノンのインターネットサービスです。

インターネットを利用した新たなビジネス展開を支援する「共有ホスティング」。オフィスの

コミュニケーションをサポートする「C-Office」。ドキュメントを共有し一括管理を実現する

「C-Cabinet」。さらにインターネットマーケティングサービスや、メールフィルタリング＆

アーカイブ、ウイルス対策などのセキュリティサービスまで、オフィスワークの可能性を拡げる

幅広いサポートを展開しています。

◆グループの円滑なコミュニケーションを促進する「C-Office」

スケジュール、回覧板、伝言、所在、設備予約など、オフィスでのコミュニケーションを促進する

便利な21の機能を備えたグループウエアです。時間や場所を問わない情報の共有を実現し、

オフィスと現場のスムースなコミュニケーションを可能にします。

オフィスワークを変革するキヤノンインターネットサービス「Canonet」＊16

ビジネスツール

インターネットマーケティングサービス 
　●広告メール配信サービス
　　　●Salesforce.com（CRM）

　　　●共有ホスティング
　　●iRブラウザ連携　WebMail
　●IDCサービス　●サーバ監視サービス

ドキュメント共有サービス 
　●C-Cabinet　�
　●eラーニングサービス　

グループウエア
　●C-Office

セキュリティサービス 
 　●GUARDIANWALL ASPサービス 
　　for Canonet

ウイルス対策
　●Canonetウイルス対策サービス
      （クライアント版）

mobile

home

office

共有ホスティング 

データセンターサービス 
 

◆ドキュメントを一元管理し情報共有を支援する「C-Cabinet」

多彩なアプリケーションで作成した文書やスキャンデータ、受信FAX文書などの

ドキュメントを一元管理できるドキュメント共有ASPサービスです。使いやすいインターフェース

によるシンプルな操作で、オフィス内はもちろん、本支店、提携企業など離れた拠点間に

おける情報共有をサポート。受信FAXを出力せずにC-Cabinet上で共有したり、PDFを

閲覧・プリントアウトすることも可能です。

◆社内インターネット環境を充実させる「共有ホスティング」

サーバスペースの提供をはじめ、オリジナルドメインを取得しての電子メールサービスやメールデータ

管理、ホームページ開設、メールウイルスチェック

など、多彩なツールを提供。社内インターネット

環境の総合的な管理・運営を実現します。共有

ホスティングの標準機能であるCanone t  

WebMailは、本体からも利用でき、内容表示や

添付ファイルの閲覧・プリントアウトも行えます。

マーケティングツール

セキュリティ ネットワークインフラ

■ FAX転送

クライアント3

クライアント2
クライアント1

iR 5075N

D社 インターネットFAX

その他 FAX

A社 FAX

B社 FAX

InternetInternetInternet

InternetInternetInternet

公衆回線公衆回線公衆回線

公衆回線公衆回線公衆回線

公衆回線公衆回線公衆回線

自動 
転送 

転送条件の設定 
A社×××→クライアント1のA社フォルダ
B社○○○→クライアント２のB社フォルダ
C社インターネットFAX
→D社インターネットFAXに転送
条件に当てはまらないもの
→クライアント3のその他フォルダ

C社 インターネットFAX

C社 からの
インターネットFAX

A社フォルダ
B社フォルダ

その他フォルダ

■ Canonet WebMail

■ インターネットFAX/イントラネットFAX

InternetInternet

受信 
受信 

送信 

送信 

iR 5075N



TCO削減からセキュリティ強化まで、多彩な機能で管理者をサポート。 
 

■ カードリーダー・C1■ ID管理画面

■ SSO認証画面

印刷の可/不可、強制両面、強制Nup（1、2、4）

印刷の可/不可、強制両面、強制Nup（1、2、4）

スキャンの可/不可

新規宛先の利用についての許可/不許可、宛先ドメイン指定の許可/不許可
プロトコル（電子メール、インターネットFAX、FAX、SMB、FTP、NCP、
WebDAV）の種別

宛先の追加・変更・削除といった編集の許可/不許可など

コピー

制限可能な機能

ボックス

スキャン

SEND

アドレス帳

部署やプロジェクトなどの部門別に、コピー、スキャン、プリントそれぞれの出力管理･出力枚数

制限が可能。最大1,000部門の登録が行え、部門別IDと暗証番号によるアクセス管理・制御

を実現します。また、オプション

の「カードリーダー・C1」を

使用すると、カードによる

管理環境を構築できます。

ユーザ名と暗証番号入力により、iR 5075Nの利用ユーザを認証することができます。認証

方法はActive Directoryサーバやデバイス本体

に登録されている情報と認証するSSO（Single 

Sign On）とSDL（Single Device Login）を

採用。SSO利用時にはオプションの「ICカード

認証拡張キット・A5」を使用することで、ユーザ

名などの文字入力が不要なICカードによる

個人認証＊1も行えます。

個人認証（SSO）と連携してユーザごとに利用機能の制限をあたえ、iR 5075Nへのアク

セス制御管理が行える「Access Management System」。コピー、ボックス、SEND、

ブラウザ、MEAPアプリケーションの5機能についてユーザごとに5つのロールをあたえること

ができます。5つのロールは管理者により柔軟に設定することが可能です。各ユーザの

業務内容や雇用形態にあわせて権限を付与することで包括的なアクセス制御が行える

ほか、ジョブの集中を軽減でき、業務フローが適正化するとともに無駄なコストの低減にも

貢献できます。

■ 機能制限アラート画面

出力枚数制限などきめ細かな管理ができる「部門別ID管理」 アクセス制御管理が可能な「Access Management System」＊2

アクセスユーザを制限可能な「個人認証」 

複数のimageRUNNERがネットワーク接続された大規模オフィスで、1台のリファレンス機に登録

した転送設定、定型業務ボタン、部門IDなどの初期設定などを、SOAP/XMLで配信。ネットワーク上

の他のマシンへ、最大100台まで簡単に配布できます。1台1台登録を繰り返す手間が大幅に

軽減でき、機器の追加や移設時などに便利な機能です。

導入からリプレイスまで、セキュリティにも配慮したデバイス管理を実現。 

コピーやプリントなどを行うと、ハードディスク内に原稿のデジタルデータが生成されます。

このジョブデータを、ジョブ終了と同時に自動的に完全消去することができます。

設定情報をネットワークで配布できる「機器情報配信」 

ボックス内に保管した文書や宛先表などの登録情報、一時的に蓄積されるジョブデータなど、本体の

ハードディスクに格納されたデータを暗号化。万一、盗難などが起きても、ハードディスクから情報が流出する

のを抑止します。「HDDデータ暗号化」は、セキュリティ機能の評価適性度を保証するISO15408

（コモンクライテリア）認証（EAL3）を取得した〈Canon MFP Security Chip 1.00〉を搭載しています。

ジョブデータの解析を抑止する「HDD暗号化」＊4

データ漏えいを抑止する、ハードディスク内 の「全データ消去/設定の初期化」 
 

ハードディスク内のジョブデータを消去する「残存データ自動消去」＊5

本体の移設や入れ替え時などに情報の漏えいを防ぐため、ハードディスク内の全データおよび

全設定など、すべてのユーザデータを手動で一括消去し、初期化することができます。
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■ アクセス制御設定画面

＊1 オプションの「ICカードリーダライタ・A1」などが必要です。＊2 オプションの「Access Management System拡張キット・A1」が必要です。＊3 別売。各imageWARE製品の対応状況は担当セールスにお問い合わせ下さい。 ＊4 オプションの「HDＤデータ暗号化キット・B2」が必要     

子機 

親機 

子機 

子機 

最大100台まで配信

■ ジョブデータの消去

■ 機器情報配信
実際のデータは
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実際の 
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管理情報 

実際の 
データ 管理情報 

実際の 
データ 

出力後に管理情報 
のみを消去 

管理情報 
010101010
101010101
010101010
101010101

実際の 
データ 

出力毎に0データまたは 
ランダムデータを上書き 

情報配信 

情報配信 

情報配信 



 紙文書の情報漏えいを抑止する 
 「imageWARE Secure Audit Manager」＊3

本体で行われた各ジョブのイメージ/テキスト/ログ情報をデータサーバに保存。管理者の

パソコンからアクセスし、保存されたジョブのコンテンツと属性情報に対してデータの属性

検索/全文検索を行い、ジョブを監視できます。誰が、いつ、どこで、どんな情報をコピー、

プリント、スキャン、FAXしたのか、監視・追跡できるセキュリティシステムです。

 出力状況に基づいた適正配置を支援する 
 「imageWARE Accounting Manager」＊3

プリント、コピーのユーザ／デバイスごとの出力枚数やFAXの出力枚数を集計・分析。

運用コストを把握し、印刷ジョブの集中を防止するなど、適切なデバイス管理をサポート

します。部門別や用紙サイズ別の出力状況の集計や、ログ管理などはパソコンから一括

確認でき、集積結果をもとにデバイスの適正配置を支援します。

 大規模ネットワークでのアクセスを制御する 
 「imageWARE Access Management System」＊3

プリントアウトを含め、ユーザごとの利用機能のアクセス制御を管理できます。Active 

Directoryを拡張するADAMに、デバイス管理情報や各ロールのアクセス制御情報を

格納させて、多くのユーザを抱える環境にも対応可能です。

認証前のジョブ状況表示をOFFに設定できます。また、システム管理設定のジョブ履歴表示を

OFFに設定すると、ジョブ履歴の表示を制限。使用履歴を保護することができます。

セキュアプリント時や暗号化PDFの設定時など、パスワードの入力時に画面表示上は伏字となり、

２度繰り返して入力を求めます。セキュリティ強化のために万全を期すための機能です。

不正アクセスなどによる機器使用を抑止するため、ネットワークを通じた接続を「MACアドレス」

や「IPアドレス」で制限したり、許可できます。

USB接続による不正な印刷を防ぐために、USBインターフェースのON/OFFにより、機器

の接続を制限できます。

大規模企業向けの統合的なデバイス管理ツール「imageWARE Enterprise Management Console」＊3

ネットワーク上の多くのデバイスを集中的に管理する

ためのユーティリティ。印刷デバイスの設定管理・監視

をはじめ、宛先表やタスクの管理、ドライバインストール

管理、デバイスの探索など幅広く対応します。管理

者の負担軽減はもちろん、デバイス機能制限を可能

にし、セキュリティ強化やTCO削減にも貢献します。

出力や送受信情報の漏えいを防ぐ「システム状況画面の制限」 

パスワードを秘とくする「機密情報伏字入力」 

ネットワーク上の不正アクセスを抑止する「MACアドレスブロック＆IPアドレスブロック」 

外部機器の接続を制限する「USBインターフェースのON/OFF」 
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    です。＊5  オプションの「HDDデータ上書消去キット・A1」が必要です。
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新たなビジネスモデル創造へ、企業戦略をサポート。 

社員証に利用されている既存のカードを利用してiR 5075Nを管理できるシステム。

さらに別売の「ローカル認証サービス for MEAP」を利用することにより、認証の

サーバレス化を実現。また、別売のAnyp lace Pr in t  fo r  MEAP、Persona l 

L is tPr in t  for  MEAPと連携すれば、パソコンからのプリントジョブを一時的に

保管して、必要な時に任意のiR 5075Nで認証を行うことで印刷を開始することが

できます。

ICカードでユーザ認証を一元管理できる「ICカード認証 for MEAP」＊3

iR 5075Nの認証システムと連携し、プリントサーバレスでセキュアなプリント環境を

構築します。クライアントPCでボックスへの印刷指示後、ICカード＊4などにより本体

にログインしボックスに格納されているジョブを出力することが可能。ユーザが指示

したジョブは画面表示され、機密が流出するリスクも軽減できます。

サーバレスで認証印刷ができる「Personal ListPrint for MEAP」＊3

クライアントPCから送信したプリントデータを、Anyplace Printサーバへアップロード。

社内ネットワーク上のiR 5075NでICカード＊4などによりログインし、Anyplace Print

からマイジョブだけの出力を実行できます。ジョブ表示はユーザ指示のもののみ。

機密性を確保し、重複したプリント指示による出力の遅延、放置紙による情報漏えい

などを抑止します。

どこからでも必要な時に出力が可能な「Anyplace Print for MEAP」＊3

ICカードを利用して、出力指示したプリントデータを任意のタイミングでアウトプット

することができます。出力時に自分のジョブのみを表示して選択できたり、出力紙の

放置を軽減できるなど、セキュアなプリンティング環境を実現します。

SmartSESAME for MEAP DC　開発元：株式会社シーイーシー

紙文書をスキャンして、データをWord/Excel/PowerPointや一太郎データなどの

ファイル形式に自動コンバートすることができます。縦書き/横書き、文字の大きさを

自動認識してOCR処理が行えるなど、テキストや画像データの再利用を容易に

サポートします。

ScanToOffice Pro　開発元：パナソニック ソリューションテクノロジー株式会社

「ピタッとフォーム for MEAP」をはじめとする別売のソフトウェアと連携し、文字

入力が可能なフォームデータの生成や、テキストデータの二次利用、名刺

データベースの作成などが簡単に行えます。

MediaDriveGateway Pro FDP1254 Powered　開発元：フォーディーネットワークス株式会社

日常的に行う業務を、実際の仕事の流れを追うように登録し、複雑な操作を伴う

ジョブをボタンひとつで操作できるようにカスタマイズできるMEAPアプリケーションです。

入力から編集、そして、出力/送信までのジョブフローを1ユーザ100件（個人認証時）

まで、共有ボタンと合わせて最大1,200件まで登録可能です。

入力/編集/出力を組み合わせて任意のジョブフローを登録できる 
「Workflow Composer」＊3

専用のソフトウェアをインストールすることなく、iR 5075Nのハードディスクの共有

フォルダに画像データをFTP送信して一時的に保管。ウェブブラウザからアクセスや

ダウンロードができます。ネットワークPCの共有フォルダやアクセス権などの設定は

不要。パスワードを設定し、利用者を制限することも可能です。

iR 5075Nのハードディスクで情報を共有する        
「Capsulebrowser for MEAP」＊3 ＊5

多彩なアプリケーションと連携してビジネスモデルを創造する「MEAP」 

「MEAP」（Multifunctional Embedded Application Platform）は、iR 5075Nに搭載されたアプリケーション・

プラットフォーム。iR 5075Nの持つ優れた機能と連携する多彩な『MEAPアプリケー

ション』により、拠点間でのドキュメント共有やドキュメントワークの利便性を高めること

はもちろん、新しいビジネスモデルの創造をも支援します。

■ MEAPアーキテクチャ概念図

プリント/コピー/FAX/スキャナの使用状況を、部門別IDやWindows®ログイン名

別にデータを集計。出力ページ数、両面用紙枚数、サイズ別ページ数などさまざまな

視点からの集計が、業務用のパソコンを使用しサーバレスで手軽に管理でき

ます。ジョブ履歴は10,000件まで本体のファイルに保存でき、データはウェブ

ブラウザでのダウンロード、共有フォルダ、FTPサーバへの自動送信も可能。また、

複数台のiR 5075Nから、データを統合して集計することもできます。

サーバレスで出力の管理ができる 
「imageWARE Accounting Manager for MEAP」＊3 
 

iR 5075Nと文書管理システムimageWARE Document Managerとの高度な

連携をサポートするMEAPアプリケーションです。原稿をセットして宛先を指定し

スキャンを実行するだけの簡単操作。また、FAX受信データの自動転送や、紙文書

を簡単に電子化し、情報を共有化することも可能。文書管理を効率化するだけで

なく、TCOの削減にも効果的です。

紙文書の電子化をサポートする 
「imageWARE Document Manager Client for MEAP」＊3

MEAPアプリケーションシリーズ＊3
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サービス for MEAP」、「ICカード認証サーバアプリケーション」などが別途必要になります。＊5 別途「Send拡張キット・Q1」が必要です。
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